
 

 

 

                                                                          

 

 【教育指針】礼・学・体 

【校訓】かしこく 強く 美しく 

【教育目標】いつまでも続く未来を創るために、自ら考動する子どもの育成 

【学校経営スローガン】「子ども一人一人が輝き、笑顔があふれ、毎日来たくなる学校」 
 

子どもの非行の現在と今からできる非行防止のための９つのポイント by はみっく編集部 

 11月の最後３連休明けから、本校にもインフルエンザの流行の波が迫り、複数クラスで学級閉鎖をせざるを得ない状況となりまし

た。まだ予断を許しませんが、そのような中、１２月５日の「麻生田 ESDフェスタ 2025」へ向けて、各学年の子どもたちは発表の練

習に励んでいます。 

さて、純粋な心を持った子どもたちですが、今の令和の世の中は子どもたちの将来を考えると心配なことがたくさんあります。“社会

においてやってはいけない行動のこと＝非行 "についてご家庭でも話題にしていただきたいと思い掲載いたします。 

少年非行の低年齢化 

13歳未満における触法少年の年齢別補導人員は、5,581 人、その中で小学生は 3,238人で、実は中学生よりも多い人数だったそうで

す。とくに窃盗犯が多くなっています。残念ながら小学生でも少年非行に関わってしまう事があり、低年齢化しています。（出典：警視

庁生活安全局少年課「令和 3年における少年非行、児童虐待及び子供の性被害の状況」） 

少年非行の原因は？ 

各県警のホームページや子育て中の親御さんたちに聞いてみた結果、少年自身の意識の低さやコミュニケーション能力の不足、家庭

や地域社会の関係が薄くなってしまっている、家庭や学校などで自分の居場所が見つけられず孤独を感じている等が少年非行の原因と

なっているようです。 

子どもの非行を防ぐための 9つのポイント 

① 家族とのコミュニケーションの時間を増やす ②家庭内でも暴力を許さない ③感情にまかせて叱らないようにする ④大人が常識やルール 

を守る「自分さえ良ければいい」ルールを守らない人は、他人から信頼されない。⑤父親も子育てに協力する ⑥悪いことは悪いとはっきり

伝える 万引きなどの非行をする少年たちは悪いことをしているという罪悪感がほとんどないそうです。⑦人と比べない 兄弟や友達と

比べてしまっていませんか。人と比べるというのは、子どもの自尊心を傷付けてしまいます。⑧インターネットを適切に利用する ⑨地域社

会とのつながりを持つ 地域の人達が普段から子どもたちに声をかけるなど、「人の目」があること、子どもが非行をしない、関わらない

ために家庭だけでなく地域で守っていけたら良いですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻生田小だより No.８ 

令和７年１２月２日 

文責 校長：阪本 雅弘 

 

  

 

６年生修学旅行 2025 修学旅行の思い出 ～長崎で学び、ハウステンボスで楽しむ～ R7.11.6,7  

 

 

11 月６日から７日までの２日間、６年生は長崎方面へ修学旅行に出かけま
した。歴史と平和の大切さを学び、仲間と楽しい時間を過ごす、充実した
旅となりました。城山小学校での平和講話では、熱心に耳を傾けていまし
た。平和祈念公園でのフィールドワークでは、原爆の悲惨さと平和の尊さ
を改めて感じる時間を過ごしました。班ごとに碑やモニュメントを巡りま
した。子どもたちは「戦争は二度と起こしてはいけない」「自分にできるこ
とを考えたい」と真剣な表情で語っていました。 
長崎原爆資料館と追悼記念館では、被爆者の証言や写真、遺品を通して、

当時の状況を深く知ることができました。静かな館内で、子どもたちはメ
モを取りながら展示を見つめ、平和への思いを胸に刻んでいました。見学
後の感想には「命の大切さを忘れない」「世界中が仲良くなるために努力し
たい」という言葉が並びました。そして２日目は、ハウステンボス。班ごと
に計画したコースを回りながら、アトラクションや美しい街並みを満喫し
ました。笑顔いっぱいの子どもたちの姿に、仲間との絆がさらに深まった
ことを感じました。終始立派な態度でした。さすが、６年生！という姿を
たくさんみることができました。褒められる場面がたくさんありました。 
 

追悼記念館で平和集会をしまし

た。「平和の鐘」の美しい合唱の

歌声が響き渡り感動の瞬間！ 
 

 

 

最近、髪の染色やピアス、派手な髪留め、短いスカートなど、学校生活にふさわしくない身だしなみが 

見受けられます。おしゃれや個性を大切にする気持ちはとても素敵ですが、学校は「みんなが安心して 

学ぶ場所」です。身だしなみは、自分だけでなく周りへの思いやりを表すものでもあります。 

なぜ学校では身だしなみを整えるの？ 

• 清潔感は、友達や先生との信頼関係を築く第一歩です。 

• 落ち着いた服装は、学習に集中しやすい環境をつくります。 

• 個性は、服装や髪型だけでなく、言葉や行動、努力の姿勢で輝きます。 

ご家庭でできること 

• 朝の身支度で「学校にぴったりかな？」と声をかけてください。 

• 髪の染色やピアスなどは控え、自然な身だしなみを心がけましょう。まだ発達段階の子どもたちの健康被害の恐れもあります。 

• 子どもが「どうしてダメなの？」と聞いたら、「みんなが気持ちよく過ごせるためだよ」と伝えてください。 

学校とご家庭が力を合わせて、子どもたちが安心して学べる環境を守っていきましょう。 

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/syonen/pdf-r3-syonenhikoujyokyo.pdf
https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/syonen/pdf-r3-syonenhikoujyokyo.pdf

